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地震に対する心構えはできていますか

8月30日～9月5日は防災週間

昨
年
は
長
野
県
西
部
地
震
、
一
昨
年
は
日
本
海
中
部
地
震
、
三
宅

島
噴
火
、
長
崎
水
害
と
毎
年
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
数
多
く
の
尊
い
人
命
、
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
足
立
区
も
、
い
つ
大
地
震
な
ど
に
よ

る
大
き
な
災
雷
に
兒
舞
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

8
月
3
0日
I
9

月
5
日
は
防
災
週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
予
期
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
災
害
に
備
え
て

、
町

ぐ
る
み
、
家
族
ぐ
る
み
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

東
海
地
震
と

警
戒
宣
言

関
東
大
震
災
か
ら
今
年
で
6
2

年
。
関
東
地
方
は
す
で
に
大
地
震

発
生
の
危
険
期
に
入
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、予
想
さ
れ
る
地
震
と

し
て
は
、
啝
溽
地
麗
、
南
関
東
地

震
、
直
下
型
地
震
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

。

こ
の
う
ち
観
測
網
が
し
か
れ
、

地
震
を
箏
前
に
予
知
で
き
る
も
の

は
東
海
地
震
で
す
。

東
海
地
霞
は
、観
測
祠
で
奥
常

が
発
見
さ
れ
る
と
専
門
委
q
に
よ

る
判
定
会
が
招
集
さ
れ
、
検
討
の

結
果
、
大
地
震
の
恐
れ
が
あ
る
と

さ
れ
た
時
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

「
警
戒
宣
芒

が
発
せ
ら
れ
ま
す
。

警
戒
宣
言
が

発
せ
ら
れ
た
ら

▽
テ
レ
ビ
ーラ
ジ
オ
・
防
災
無
線

な
ど
か
ら
正
確
な
情
賀
を
つ
か

み
、
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い

こ
と

▽
家
族
み
ん
な
で
役
割
分
担
を
決

め
る

▽
火
は
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ

う
に
し
、使
っ
た
場
合
に
は
火

元
を
離
れ
る
と
き
必
ず
消
す
。

ま
た
、消
火
器
、三
角
バ
ケ
ツ
。

消
火
用
水
の
位
置
を
確
認
す
る

▽
危
険
物
の
安
全
を
確
か
め
、家
具

類
の
転
倒
・
ガ
ラ
ス
の
破
損

防
止
を
矛
る

▽
で
き
る
だ
け
多
く
の
水
を
用
意

す
る

▽
電
話
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
自
粛
し
、
自

動
車
は
使
用
し
な
い

▽
非
常
持
出
品
の
確
認
を
す
る

▽
身
軽
に
動
き
や
す
い
も
の
を
身

に
つ
け
、
防
火
、
初
期
消
火
情

報
収
集
な
ど
近
所
と
協
力
態
勢

を
と
る

▽
あ
わ
て
て
買
い
出
し
や
銀
行
に

行
か
な
い

▽
食
む
品
や
氏
喫
品
を
確
・認
す

る

9月5日

総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

区
で
は
地
震
災
害
に
備
え
、
防

災
機
関
と
区
民
が
一
体
と
な
っ
た

総
皀
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

時
間

午
前
8
時
3
0分
1
正
午

会
場

堀
之
内
1
丁
目
地
先
荒
川

河
川
敷
左
岸

訓
練
項
目

避
難
活
動
、
初
期
消

火

、
応
急
救
護
、
医
療
救
護
、

応
急
給
食
、
心
急
給
水
、
郡
巾

施
設
復
旧
(
電
話
・
電
力
・
ガ

ス
・
橋
)
、
雄
防
防
護
、
応
急
物

資
備
送
、
高
層
ビ
ル
か
ら
の
救

出
、
漂
流
家
屋
か
ら
の
救
出
、

一
斉
放
水
訓
練

参
加
機
関

足
立
区
、
区
内
各
町

会
・
自
治
会
、
防
災
区
民
組
織

消
火
隊
、
警
視
庁
、
東
京
消
防

庁
、
消
防
団
、
陸
上
自
衛
隊
、

柬
京
都
水
道
局
、
足
立
区
医
師

会
、
電
信
電
話
、
東
京
電
力
、

啝
京
ガ
ス
、足
立
建
設
業
協
会
、

米
穀
小
売
商
業
組
合
、
麺
類
紐

合
連
合
会
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、
剛
小
学
校

警
戒
宣
言
伝
達
訓
練
で
9
月
1

日
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
す

9
川
―
囗
一
防
災
の
卜
』
午
前
9

時
1
0分
、
ぼ
内

。斉
に
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
ま
す
。

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
、
硯
海
地
貿

の
発
生
今
r
知
し
た
煬
ぺ‥に
発
せ

ら
れ
る
「
警
成
宣
・口

の
伝
達
訓

練
で
す
、

サ
イ
レ
ン
は
4
5
秒
閥
鴫
り
1
5秒

間
休
み
ま
す

百

回
く
り
返
す
)
。

欠‥啄
>町・で
は
火
気
の
点
气

家

囗
。一円
心
の
確
認
な
ど
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
注
意
を
…

消
火
器
の
悪
質
訪
問
販
売

消
防
署
凵
、そ
り
く
り
の
格
好
を

し
た
悪
・
賢
な
消
火
片
収
売
業
占
が

各
家
庭
を
訪
圃
し
-
1
1
口
わ
な
い
と

拡
律
違
・反
に
な
る

」
な
ど
と
で
た

ら
め
を

。>。‥り
て
、
巾
価
の
口
～
2

倍
の
高
叭
で
消
火
ぷ
を
尤
り
嘔
く

ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
ま
せ
ん
。

防
災
匚
、消
火
器
は
必
>
要
な
も

の
で
す
が
、・
区
や
消
防
7
か
訪
川

・収
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
消
火
器
訪
問
販
売
業
者

に
注
意
し
ま
し
ょ
つ
。

我が家の防災訓練

防
災
週
間
(
8
月
3
0
日
～
9
月

5
日
)
に
ち
な
ん
で
、[
我
が
家
の

防
災
訓
練
」を
各
家
庭
内
で
話
し

合
い
、
次
の
要
領
で
実
施
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

1
、火
気
使
用
の
一
時
吟
止
お
よ

び
安
全
確
認

2
、消
火
器
具
9
E
検

3
、
避
難
用
非
常
持
出
品
の
牽
備

点
検

4
、
非
常
口
の
確
認
お
よ
ぴ
家
貝

等
の
固
定
確
認

5
、
警
戒
宣
・ぶ
が
発
せ
ら
れ
た
場

合
の
混
乱
防
止

日
頃
か
ら
、
月
1
回
ぐ
ら
い
は

家
庭
内
で
防
災
会
轟
を
聞
き
、
災

害
時
に
備
え
て
家
族
の
役
割
分
担

を
決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
集
乙‥場
所
や
連
絡
先
な

ど
話
し
合
つ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台風シーズン
に
備
え
て

今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

台
風
の
被
害
を
尿
ホ
限
に
食
い
止
め
る
に
は
わ
た
し

た
ち
自
身
の
日
ご
ろ
の
心
術
え
が
飛
か
へ
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
台
風
へ
の
面
え
と
占一
検
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
が
災
害
か
ら
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
に
乱
を
つ
け
た
い
八
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

▽
停
電
に
備
え
て
、
懐
巾
電
灯
、

ロ
ー
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー

ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
ま
し
ょ

う

▽
飲
料
狄
、
非
常
食
、
救
忽
・
医
丿

品
、
雨
具
な
ど
を
川
意
し
ま
し

ょ
う

▽
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
眺
團
を

僻
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

▽
M
根
や
窓
の
補
強
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

▽
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
等
の
気
象
情

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
広
告
唱
・
袖
石
板
な
ど
の
屋
外

人
t‥
物
が
破
損
や
鵬
食
す
る
と

落
ド
し
て
お
も
わ
ぬ
事
故
を
ひ

き
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
人
変

危
険
で
す
。
喰
全
点
検
を
必
ず

肩
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
地
麗
か
ら
生
命
と
叫
厘
を

守
る
た
め
、
区
内
3
消
防
X
で

は
、
町
余
、
自
治
余
お
よ
び
澎

裳
所
を
対
象
に
8
川
3
0囗
I
9

川
5
囗
の
「
防
災
週
川

に
>
K

民
の
防
災
行
動
力
を
高
め
る
よ

う
各
柿
防
災
行
事
の
推
進
を
は

か
り
ま
す
。

ま
た
、
卜
住
消
防
署
で
は
、
9

月
を
「
防
災
月
凹

と
し
て

と
ら
え
、
特
に
家
庭
の
中
核
で

あ
る
婦
人
哨
な
ら
び
に
防
災
弱

老
を
屯
点
と
し
た
防
災
訓
練
、

防
災
呼
談
会
等
の
推
進
を
ほ
か

り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
句
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
災
訓
練
、
防
災
座
談
余
な

ど
の
ご
相
談
は
、
限
寄
り
の
消

防
X
ま
た
は
約
防
出
張
所
へ
。

-
▽
L
H
消
防
x
　
覦
0
1
1
9

v
足
皀
消
防
桝
　
睨
0
1
1
9

▽
西
新
拌
消
防
呂
　
8
5
3
0
1
1

2
・
3
面

特集

今、青年たちがスタート!
足立 区青年

まつ り

Feet up　' 85

9 月
7
日 ( 前夜祭)

8

日

総合スポーツセンター

I NTERNATI ONAL　YOUTH　YEAR

国際青年年
1985
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足 立区 青
年 まつ り

Feet 　up　' 85
'

共

催

足立区 「国際青 年 」推進 議会・ 足立区・ 足立区
教育委

員会
後

援

(

財

)

足立区 コミニ テ ィ文化

・スポ

ー

ツ公社

足 立 区
I YY

発見
、

あなたの 素顔

毎年秋に開催された、

I K 民まつり」が、ことしは、諸般

の事 情 から おやす みとなりました。

本年 は「国 際青年 年I 。

, 7年達 が 、区 民の みな さん に

楽しんでいただこうと足y 区

占年 まつり( Feet up 、85)

を閧 催し ます。

皆 さんの 参加を お待 ち

してい ます。

9月8日

(日) 9: 00～
16: 30

足立区総
合スポーツ

センター

入
場

無
料

前
夜

祭

7日

(土) 18: 00
～

21: 00

パレ ード
午前10 時出発

コース: 竹の塚6号公園～駅前ロ―タリー～

国道4号線交差点～元渕江公園～
総合スポーツセンター

目で見る 広 場

菊 池 桃 子

"パソツの穴"
上
映

第1回9: 30～12: 00

第2回13: 00～15: 00

ふれあい の広場

大沢逸美コンサート
( 午後3 時から)

● 青 春 の パフ ォー マン ス・XZ

・音楽の部( ロック・ジャズ・フォークなど)
・演芸の部( ダンス・ものまね、カラフtケなど)
・弁論の部( テーマ な゙んて原宿、

足 立区 だ っ てい いじ やん ″ )

スポーツ 大会
・硬式テニス( ミックスダブルス)
・柔道大会〔段外, 初段～4段・女子の部〕
・剣道大会( 4 段以下・女子の部)

・フール・チビッコずもう スピ ード ガン

カッパ君集合!
プール無料開放だ～

アスレチック
一日体験 の広場

運動 の広場
・フィールドアスレチック

闘魂 の広場
ゲー ム 大 会

8 人9 脚, ひようきんリレ 一
風船割り・つなひき ほか

上位入貢チー乙には、豪華貫品進呈 グ

みなさんの参加をお
待ちしてま～す。

「 ポ ス タ ー の 件・ 連 柚 し た 」「 チ ラ シ 心 配 布

は 」 … … … 。
' r - 後8wを過ぎても、猛跨の余いんj ゛綾く

8J J f r J め ぴJ I ' J年 館gl Yy 廖 儁|・41, 1Qel l p
・851剽鏘 ま で 残 す と こ ろ1 ヵ 月 余 り と な り 、 実i l i

童【1 た ち力 雌 や か な 戸i j 、 笘 さ を 吹 き と ぱ
す か の よ う に 飛 ぴ か っ て い ま し た 。
実l i 委l l j 4 の41 鋼 芙 次s ん( 1 封 例 ノ、ミか ら3

番113 に 現 在・の 心 埔 を 尋 ね る と … … ……
「この39>余りのXvyi a勣の集大成として

j た、今確の址。・YWe>f t 年活勘の山・|; ・|をi 鳧定
つけるこσ J ! ・・f e, up・85。必らず成功させj す。

今、私たち実行委t i I ・i 】区民力みなさんに奄

しんて・いただl l るもーとする
ためにも・ヵ・んばー・ています。9>17I I

、811 には, ぜひ,
髫,達l i一年の イ考イキとした瓷
に会いにきてください」。

Feet up' 85 実行委員の皆さん

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
「F
e
e
t
・
u
n
拓
一
川

叫
に
よ

り

、
次

の

と
お

り
ス

ポ

ー
ツ

セ
ン

タ

ー
の

個
人

問
欣

を

巾
皿

し
ま

す

。

9

月
了

日
・
土
)

、8

日
(

日
)
(

ブ

ー
ル

、
サ

ウ
ナ

を

陥
く

粂

施
設

9
-
8
口
は
ご
『
フ
ニ
ス
恥
習
コ
ー
　

ト
も

使
川

で

き
ま

せ
ん

4
9
川
5
日
ま
で
、t
醐
‘
冂

陲
に
限
り
、ス
ボー
ツ
セ
ン
々

I
ブ
1
ル
の
一
般
公
開
を
し
ま

す
。
ご
曳
族
づ
れ
で
ご
利
川
く

だ
さ
い
。
詐
昨
叩
:
了
耐
9
時

3
0
分
I
勹
唆
-
り
叶
ま
で

※
7
日
は
、
T
唆
1
時
か
ら
。

く
わ
し
く
は
、
公
祐
サ

ー
ビ

ス
裂
『
　
仞
8
2
1
1

‘
丶
。

足立区青年まつり

9月8日( 日) 催しプログラム

天候にかかわりなく一婁旆しま・荐が、雨天の堤合l
雁 じ

・
の7 部( 屋 外) は 中 止 す 譱 こ と も あ り ま すJ・

足立区青年まつりについてのお問合せ、ご意見は

社会教育課青少年係 882- 1111

青年館内足立区I YY 事務局 890- 1778
( 夜岡7 時- 9 舛30分)

"足立区青年まつり"会場案内図

( 会場までの交通機関〉

● 竹の 曾 駅 東 口

総介スポ。-ツセンタート

● 綾瀬駅西口

総介スポーツセンター

まわり竹の捧駅行

会
鳩
周
辺
に
は
、
畦
東
塲

が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
助
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

国際 青年年記 念 事業
足宛K では, 1YYkJ 念事 り) - 環として 「17

i F のI卜張人 会・」「国内研絳U を開催します。き

11卜の み な さ 人 の 番 加 を お・ ち し ま す 。
青年の主張大会

青
年
の
主
張
大
会

論
文
募
集

応
男
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
お
お
む
ね
1
5歳
か

ら
匐
畿
ま
で
の
万
。
国
籍
は

間
い
ま
せ
ん

テ
ー
マ

▽
盻
荐

、
今
を
生
き

る
▽
私
を
変
え
た
も
の
▽
私

の
枩

り
2
1哄
紀
の
足
立
へ
の

提
言
▽
わ
れ
ら
地
球
人
(
テ

ー
マ
の
主
旨
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
れ
ば
題
名
は
自
由
)

応
夢
方
法

テ
ー
マ
を
一
つ
選

ぴ
口
分
の
主
張
を
5
分
以
内

に
発
衷
で
'

よ
う
に
植
字

乱
原
柵
用
紙
4
-
5

枚
程
度

に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
庵
鵬
番
吁
、
性
別
、

学
校
名
も
し
ぐ
は
、
勤
務
先

名
を
明

紀
の
う
え
持
参
ま
た

牋

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

提
出
期
限
9

月
2
0
B
(
当
日

消
印
有
効
)

結
果
の
通
知
1
0
月
下
旬
頃
、

ぶ
辱
者
企
鵐
に
諭
又
審
産
の

名
果
を
通
知
し
ま
す
。
な
お

入
賞
者
令
叫
に
は
賞
品
、
ま

た
応
募
者
全
s
に
記
念
品
を

さ
し
あ
げ
ま
す

※
く
わ
し
い
嬰
項
は
、
各
出
張

所
、
各
缸
公
教
育
假
、
賓
年
館

に
あ
y
。

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係
(

〒
ほ
干
僅
1
1
4
-

挧
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特
別
審
査
員

山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
氏国内 研 修 会

参加者募集

足
立
区
と
の
友
好
都
市
、
新
潟
県
小
出

呎

艮
野
県
山
ノ
内
町
の
青
年
と
の
交
流

に
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
H

月
1
日
(
金
)
I
4

日
(
月
)

山
ノ
内
町
1
泊
、
小
出
町
2

泊

対
象
。
定
員
現
在
、
青
年
団
体
活
動
に

参
加
し
て
い
る
か
、
今
後
参
加
y
つ

と
思
っ
て
い
る
方
刄

お
お
む
ね
洳
歳

以
下
の
企
日
程
参
加
で

き
る
方
。
4
0
名

費
用
3

千
円
(
価
害
保
険
費
、
盛
食
費

と
し
て
)
交
通
賢
、
宿
泊
費
は
区
で
負
担

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
亭

頂
を
配
入
し
、
持
参
ま
た
牋

郵
送
し

て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
9

月
2
0日
(
当
日
消
印
有
効
)

※
く
わ
し
い
賢
項
お
よ
び
申
込
用
紙
は
。

各
図
寿
毘
、
各
社
会
教
肖
肥
、
青
年
館
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

斤
少
年
係

(
〒
圃
千
住―
-
4
-
1
8
)

Aお礎さんも歓迎! ( 山ノ内町野猿公苑)

哺魚野川の美しい流れ
( 小 川 鮓)
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防 災 無 線

災害 のとき

正しい情報を提供します
区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
乍

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
蒔

に
正
し
い
情
報
が
提
供
で
き
る
よ

う
防
災
無
線
繝
を
設
置
し
て
い
ま

す
。こ

の
設
備
は
区
民
の
皆
さ
ん
A
J

区
会
`
ぷ
大
き
な
パ
イ
プ
で
す
。

こ
の
パ
イ
プ
を
つ
ま
ら
せ
な
い

た
め
に
も
。
区
内
全
域
く
ま
な
く

受
信
で
き
る
よ
う
に
"
を
合
>
=
審

に
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
、
災
害
時
に
正
し
い

哢
報
を
鳧
供
す
る
の
が
目
的
で
す

の
で
、
災
害
時
に
磴
実
に
作
動
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
現
在
、
青
少
年
非
行
化

防
止
を
兼
ぬ
た
定
時
放
送
(
夕
や

け
こ
や
け
)
を
1
日
1
回
放
送
し

て
い
ま
す
。
も
し
聞
こ
え
な
か
っ

た
り
、
雑
音
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
放
送
が
よ
り
よ
く
受

信
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
懲
ね
て

い
き
ま
す
。

貸
し
出
し
ま
す

1
6ミ
リ
防
災
映
画

地
域
の
防
災
活
動
普
及
の
た
め

に
、
町
会
、
自
治
会
、
そ
の
他
の

防
災
機
関
を
対
象
に
、
左
記
の
映

画
、
お
よ
び
映
写
機
、
ス
ク
リ
ー

ン
を
貨
し
出
し
て
い
ま
す
。

▼
地
震
と
東
京
(
―
～
9
話
)

▼
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9

▼
災
害
に
備
え
て
▼
パ
ニ
ッ
ク

▼
ル
ー
マ
ニ
ア
地
震
y
都
市
が

揺
れ
る
時
―
宮
城
県
沖
地
震
-

▼
東
酲
地
震
と
警
戒
宵
冨
T

そ
の

時
東
京
は
J

▼
関
東
大
震
災
の

記
録
!
東
京
消
失
(
縮
小
版
)

▼
ア
ニ
メ
「
動
物
村
の
地
震
用
心

・
火
の
用
心
」

▼
わ
が
町

、
わ

が
冢
、
わ
が
い
の
ち
1
強
め
よ
う

防
災
市
民
組
織
i

▼
地
震
(
家

庭
綢
)

▼
地
震
(
都
市
編
)

▼
大
地
震
に
そ
な
え
て
I

わ
か
冢

の
対
策

▼
人
地
震
・
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
フ
の
証
一
g

▼
私
達
の
防

災
丿
職
場
で
ま
ち
で
I

く
わ
し
く
は
、
災
害
対
策
係

へ
。

放火されない環境づくりを

最
近
、
都
内
哭

災
件
数
は
。

全
般
的
に
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。と

こ
ろ
が
、放
火
(
放
火
の
疑

い
を
含
む
)
に
よ
る
出
火
件
数
は

増
加
し
続
け
。
昨
年
、
東
京
消
防

庁
管
内
で
は
、
6
千
知
件
の
火
災

の
う
ち
、
放
火
に
よ
る
も
の
が
3
0
%
(
2

千
7
2件
)
を
占
め
、
今
年

も
同
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

特
に
足
立
区
で
は
、
7
月
1
0日

現
在
で
4
1
%
(旧
件
)
に
も
達
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
放
火
を
防
ぐ
「
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
」
を
区

民
一
体
と
な
っ
て
推
遥
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

I
、
冢
の
ま
わ
り
は
整
理
整
と
ん

し
、
段
ポ
ー
ル
葡
な
ど
燃
え
や

す
い
も
の
は
苣
か
な
い
。

2
、
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
に
出

し
、
家
の
ま
わ
り
に
長
い
開
放

置
し
な
い
。

3
、
暗
が
り
や
袋
小
路
、
家
の
ま

わ
り
は
明
る
く
す
る
。

4
、
家
屋
や
物
置
、
申
座
等
は
鍵

を
か
け
間
単
に
入
れ
な
い
よ
う

に
し
て
お
く
。

5
、
外
出
す
る
と
き
は
ご
尸
締
り

の
確
認
や
隣
り
近
所
に
声
を
か

け
る
。

6
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
玄
関

。
廊

下
は
整
理
奈
と
ん
し
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
雄
か
な
い
。

7
、
路
上
駐
車
は
や
め
る
。

く
わ
し
く
は
、
千
住
・
足
立
・

西
新
井
各
消
防
署
へ
。

非
・
常
・
災
・
害
・
に
・
備
・
え

食
糧
・
飲
料
水
を
確
保

〇
災
害
用
備
蓄
倉
庫

区
で
は
、大
地
震
な
ど
に
よ
り
、

多
く
の
区
民
が
被
災
し
た
場
白
に

備
え
て

、
災
害
用
備
蓄
倉
咆
を
現

在
ま
で
に
6
ヵ
甬
建
設
し
て
い
ま

す
。備

蓄
a
市
に
は
、
災
害
時
の
生

活
を
厦
保
す
る
た
め
の
食
髱
(
乾

パ
ン
)

や
生
活
必
需
品
な
ど
数
多

く
の
も
の
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

○
飲
料
水
の
確
保

1
日
に
人
悶
が
必
要
と
す
る
水

は
お
よ
そ
3
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
区
で
は
、
災
富
時
の

飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
区
立
小

中
学
校
の
プ
ー
ル
を
非
常
用
飲
料

水
と
し
て
指
定
し
、
そ
の
う
ち
2
6

校
に
は
非
常
用
ろ
水
機
を
昭
和
5
9

年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。

都
と
し
て
は
、
昭
和
5
3年
に
絎

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
(
柬
保

木
間
2
-

留

に
モ
泗
ノ
の
綿
水

網
を
建
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
水
さ
え
あ
れ

ば
浄
化
し
て
飲
料
水
に
な
り
、5
0
0
E

の
袋
詰
め
で
出
て
く
る
「
非
常

用
連
続
バ
ッ
ク
式
飲
料
水
給
水
分

配
装
置
」が
弔
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
二

惜
詒

個
の
毀
詰
め

の
飲
料
水
が
製
造
さ
れ
る
の
で
、

紅
時
間
内
で
水
を
公
平
に
分
配
で

き
ま
す
。

備えあれば… 非常時持出品
水、 食糧は少なくと も:囗1 分( 水は1HIへ3D

川意し ましょう。

大地震時の避難場所案内図

◎ 防災についての問い合わせは、災害対策課へ　　882- 1111　( 代)


